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「家畜人工授精通信  第 353 号（北海道家畜人工授精師協会）」より許可を得て転載

人工授精の技術に関するアンケート調査結果
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発情発見における留意事項  

 
(独 )家畜改良センター  熊本牧場  

吉ざわ  努  
 

朝、夕など、牛舎に行ったときに、  
①舎飼い（繋いだ状態）で発情を発見するか  
②放牧場（運動場）で発情を発見するか  
 により発情発見の方法が異なる。  
 
 発情、受胎率に関するアンケート調査から、ほとんどの繁殖農家が自ら発情

発見を行っていることを踏まえ、発情発見における留意事項を整理した。  
 
①の場合  

まず  
・牛舎に入ったときの鳴き声に気をつける  
・落ち着きがないなどの行動を確認  
 
 次に、  
餌を与えたとき、  
・後ろに回り外陰部の充血や粘液の状況を確認する。  
そして、前回の発情日を確認する。  
（牛舎に発情予定日を書いておくと確認しやすい）  
 
②の場合  

まず、  
・放牧場を見る。  
・乗駕行動や鳴き声などに注意する  
・落ち着きがない牛がいないかなどの確認  
 
次に  
 餌を与えたときに、（発情中は餌を食べないこともある）  
後ろに回り、外陰部の充血や粘液の状況を調べる。（特に挙動不審の牛）  
 
①の場合、途中でパドックなどに放す場合は、放した直後の行動を確認する。 
また、牛舎に入れるときの状況も確認する。  
 乗駕していたり、挙動不審の牛については、牛舎に入れてから外陰部や粘液

を確認する。  
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ポイント  
・朝、夕に牛舎や放牧場に行ったとき、まず牛の様子を観察すること、

その後給餌を行う。（順番を逆にすると発情の発見が不十分になってし

まう）  
朝、夕に観察できないときは、牛を観察できるときに観察する。（牛舎

の掃除や給餌の時に合わせて観察することでもよい）  
  
・牛の観察は、健康状態を把握するために重要な作業。特に発情の観察

は、人工授精を行うための重要な情報源であり、受胎の成否は発情の

観察にあると言ってよく、経営を左右する。  
 
・牛の観察は朝、夕 2 回、各 15 分程度（飼養頭数にもよるが一通り牛を

観察して回る時間が必要）行なうとよい。  
 
・発情を発見し、家畜人工授精師に連絡する場合は、牛の番号、牛の状況（発

情がきていると判断する根拠）、その個体の前回の種付けや発情日を連絡す

る。  
 
・人工授精、分娩のデータは、治療のデータとともにパソコンや台帳にし

っかり記録、保存し、必要な時に利用できるようにするとともに、牛舎

に掲示し、確認できるようにするとよい。  
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本技術リポートから転載・複製を行う場合は、農研機構畜産草地研究所の許可を得て
ください。

技術リポート 15 号

人工授精技術者のための牛人工授精マニュアル
－人的要因の見直しに向けた確認メモ集－

2014 年 1 月 31 日

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構

畜産草地研究所
〒 305－0901　茨城県つくば市池の台 2
Tel　029－838－8600（代表）

発行日

発  行

編  者 渡邊伸也

※農研機構は、独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。






